
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

【UAゼンセン】 

イオン北海道労働組合 ＜妥結１４号＞  

❑ 月例賃金  総額 16,516 円・5.53％ 

❑ 時間給労働者  時給 90.02 円増・7.09% 

アレフユニオン ＜妥結１５号＞  

❑ 月例賃金  総額 18,149円・5.03％ 

❑ 時間給労働者  時給 93.27 円増・7.68% 

ラルズ労働組合 ＜妥結１６号＞  

 

こだわろう！くらしの向上 ひろげよう！仲間の輪 

202６春季生活闘争ニュース 
2026.3.19 －第 7 号－ 連合北海道 春季生活闘争本部 

 

金額は、組合員一人平均 

◎２０２６春季生活闘争のエントリー未報告の産別・地区ユニオンは、ご報告

をお願いします。 

◎回答・妥結情報を連合北海道２０２６春季生活闘争本部までお知らせくださ

い。担当：山田・有山（T:011-210-0050） 

妥結情報 

UAゼンセン加盟単組妥結！ 

高水準の引き上げ！！ 

ヤマ場における春闘街宣を実施！ 

ヤマ場を迎え、昨年に続き中央の大手組合では満額・高水準の回答

が続き、北海道でも主要企業の回答が引き出されている。連合北海道

は３月１８日（水）に三越前で街宣行動を実施し、２０２６春闘の取り組み

とヤマ場における交渉状況など市民に訴えた。連合北海道の須間会長

は「連合本部では２年連続の５％を超える大幅引き上げとなったもの

の、実質賃金がマイナスで賃上げの実感が全く届いていない。連合北

海道集計では大幅引き上げとなったものの、５％に届いておらず全国と

の格差が広がる恐れがある」とした上で「物価上昇を上回る賃上げを成

し遂げるためには、北海道で全体の９９％を占める中小企業での労務

費を含む価格転嫁が重要。賃上げについて労働組合が先頭に立って

要求交渉し、社会全体に賃上げの動きを広げ、『物価も賃金も上がらな

いのが当たり前』というノルムを変えていくためにも、粘り強く闘い抜く」

と訴えた。 

 

須間会長 


